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う
に
な
り
ま
し
た
。
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
別
徴
収

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
ら
税
務
課

か
ら
通
知
し
ま
す
。

65
歳
に
達
し
た
ば
か
り
の
人
や

他
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
に
つ
い

て
は
普
通
徴
収
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
、
65
歳
に
な
っ
て
初

め
て
の
４
月
１
日
に
特
別
徴
収
認

定
と
な
り
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
10
月
以
降
は
65
歳
に
な
っ

た
月
以
後
の
年
金
支
給
月
に
特
別

徴
収
認
定
と
な
り
、
お
よ
そ
半
年

後
の
年
金
支
給
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
へ

の
切
替
が
年
１
回
か
ら
年
複
数
回

に
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
安
心
で
便
利
に
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
料
に
関

す
る
問
合
せ
先
＝
税
務
課
課
税
第

一
係
（
TEL
52-

７
１
１
３
）
▽
資

格
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
問

合
せ
先
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
高

齢
者
福
祉
係
（
TEL
52-

７
１
２
７
）

へ
。

円
以
下
の
場
合
に
住
民
税
が
非
課

税
と
さ
れ
て
い
た
「
高
齢
者
の
非

課
税
限
度
額
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
収
入
額

が
以
前
と
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
民
税
が
非
課
税
か
ら

課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
広
報
め
い
わ
６
月
号
18
ペ
ー
ジ

参
照
）

こ
れ
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
保

険
料
段
階
が
上
が
る
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
と
19
年
度
の
２

年
間
に
か
け
て
介
護
保
険
料
を
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
「
激
変
緩
和

措
置
」
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
（
下

表
参
照
）

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象

年
金
は
今
ま
で
老
齢
・
退
職
年
金

の
み
で
し
た
が
、
遺
族
年
金
と
障

害
年
金
か
ら
も
特
別
徴
収
す
る
よ

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
期
（
平
成
18
〜
20

年
度
）
の
基
準
額
は
月
額
４
３
１

８
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
見
直
し
で
保
険
料

の
所
得
段
階
を
５
段
階
か
ら
６
段

階
に
増
や
し
、
被
保
険
者
の
負
担

能
力
に
応
じ
た
保
険
料
段
階
を
設

定
し
ま
し
た
。
（
広
報
め
い
わ
５

月
号
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

保
険
料
は
介
護
保
険
を
運
営
し

て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年

度
か
ら
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万

介
護
保
険
料
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

激
変
緩
和
措
置
と
は

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
対
象
年
金

が
拡
大

普
通
徴
収
（
納
付
書
払

い
）
か
ら
特
別
徴
収
へ

の
支
払
方
法
切
替
の
増

加

保険料段階 
平成18年度 
保険料年額 

平成19年度 
保険料年額 

平成20年度 
保険料年額 

対　象　者 

第１・２段階からの 
激変緩和措置対象者 

第３段階からの 
激変緩和措置対象者 

第１・２段階からの 
激変緩和措置対象者 

第４段階からの 
激変緩和措置対象者 

第４段階 

第５段階 

51,861円 
基準額 

64,764円 
基準額×1.25

第３段階からの 
激変緩和措置対象者 

34,188円 
基準額×0.66

42,996円 
基準額×0.83

47,148円 
基準額×0.91

38,856円 
基準額×0.75

47,148円 
基準額×0.91

51,861円 
基準額 

55,956円 
基準額×1.08

55,956円 
基準額×1.08

60,096円 
基準額×1.16

※保険料の年額は基準額に割合を乗じた額（１円未満切捨て）の12ヶ月分の額です。 

42,996円 
基準額×0.83

激変緩和措置非対象 

激変緩和措置非対象 

激変緩和措置非対象 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第６段階 激変緩和措置非対象 77,724円　　基準額×1.50

25,908円　　基準額×0.50

25,908円　　基準額×0.50

38,856円　　基準額×0.75

同　上 

同　上 

同　上 
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い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら

ず
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

要
件
（
全
額
免
除
と
同
様
）
で
あ

る
と
き
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。（
毎
年
度
申
請
が
必
要
）

③
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
で
あ
る
と
き
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
（
毎
年
度
申

請
が
必
要
）

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
過
去
10
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
免
除
ま
た
は
猶

予
さ
れ
た
期
間
が
属
す
る
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
納

付
す
る
場
合
は
、
経
過
し
た
年
数

に
応
じ
た
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
保
険
年
金

係
（
TEL
52-

７
１
１
４
）
へ
。

国
民
年
金
制
度
は
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
老
後
の
老
齢
基
礎

年
金
の
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制

度
で
す
。

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

な
い
と
、
老
後
の
年
金
だ
け
で
な

く
、
万
が
一
の
と
き
の
年
金
も
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１

万
３
８
６
０
円
で
す
が
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
と
き
は
、
役
場
町
民
課
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
申
請
を
し
、

社
会
保
険
事
務
所
で
の
審
査
に
よ

り
承
認
を
受
け
れ
ば
、
保
険
料
の

納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ

れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
免
除
段
階
が
、

現
行
の
全
額
免
除
と
半
額
免
除
に

加
え
、
７
月
か
ら
新
た
に
４
分
の

３
免
除
と
４
分
の
１
免
除
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定

の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
の
手
続
に
必
要
な
も
の

＊
年
金
手
帳

＊
印
鑑
（
本
人
の
場
合
は
不
要
）

＊
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
失
業
し
た
こ
と
に
よ
り
申
請

を
行
う
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
の
写
し

＊
前
年
所
得
の
状
況
が
わ
か
る
課

税
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど

（
転
入
し
て
き
た
人
の
み
）

■
免
除
の
効
果

①
こ
の
免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
。
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
も

含
ま
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
納
付
す
べ
き
一
部
の

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
た
場
合

は
、
一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
老

齢
・
遺
族
・
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
な
く
な
り

ま
す
。

②
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
給

付
の
３
分
の
１
（
将
来
は
２
分

の
１
）
は
国
庫
負
担
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
た
め
、
免
除
期
間

に
か
か
る
将
来
の
年
金
受
給
額

は
、
国
庫
負
担
に
相
当
す
る
額

が
反
映
さ
れ
ま
す
。

①
法
定
免
除

障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
に
よ

る
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
場

合
、
届
け
出
に
よ
り
そ
の
間
の
保

険
料
は
自
動
的
に
免
除
さ
れ
ま

す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
人
が
、
同
居
し
て

７
月
か
ら
多
段
階
免
除

制
度
（
一
部
納
付
）
が

導
入
さ
れ
ま
す

そ
の
ほ
か
の
免
除
制
度

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の

追
加
に
つ
い
て

国国国国民民民民年年年年金金金金保保保保険険険険料料料料のののの

免免免免除除除除制制制制度度度度がががが変変変変わわわわりりりりまままますすすす

４分の１免除 

半 額 免 除 

４分の３免除 

10,400円 

6,930円 

3,470円 

一部納付額 
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牛葉の老人会（澄野坂守会長）が５月29

日、斎王の森の清掃作業を行いました。

この作業は、同会が行うボランティア行事

の一つで、斎王まつりと正月前に毎年行って

います。

この日の参加者は約40人。斎王の森の枯

れ葉を集めたり、石碑の周りの手入れなどを

しました。参加者は「多くの人が斎王まつり

に来てくれるようになり、少しでも王朝ロマ

ンを満喫して、気持ちよく帰ってもらえると

うれしいなあ」と話していました。

斎王の森をきれいに

5月20日、中央公民館で「食育」をテーマ

にした「げんきッズ！ちゃれんじクッキング」

教室が開かれました。これは年長児とその保

護者を対象にした「子どもチャレンジ教室」

の一環として開かれたもので、今回は12組

の親子が参加しました。

鍋でご飯を炊いたり、味噌汁はだしから取

るといったかなり手の込んだ調理を講師の指

導で子どもたちが挑戦しました。その間、保

護者は調理室の窓越しに、わが子の真剣な表

情を頼もしげに見守っていました。

子どもだけでクッキング

5月14
日、

斎宮歴史
博物

館南の森
で、

子育て支
援団

体おむ
すび

（乾　茂
子代

表）の企
画に

よる「パ
パと

どきどき
ネイ

チャー
ゲー

ム」が行
われ、

15家族
40人

の親子が
参加しま

した。こ
の催しは

特に父親
に参加し

て欲し

いとの趣
旨で毎年

企画され
ているも

のです。

今回のネ
イチャー

ゲームは
、例えば

「星」と
いうキー

ワー

ドから自
然の中に

「星」に
見えるも

のを見つ
け出そう

という

もの。普
段は見過

ごしがち
な草木を

前に、盛
んに想像

力を働

かせて、
子どもと

一緒に大
人も楽し

いひと時
を過ごし

ました。

パパとど
きどきネ

イチャー
ゲーム
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下有爾青
年団ＯＢ

会（下村
孝和代表

）が水

池遺跡公
園で５月

31日、
林の下草

刈りをし

ました。

同会は、
会式や精

霊送りな
ど懐かし

い行事

を後世ま
で伝えよ

うと明星
地区の元

青年団員

（55～7
0歳）を中

心に27人
が活動し

ています
。

今回のこ
の作業も

年間10
回ほどの

会員の

親睦を兼
ねて行う

行事の１
つで、こ

の時期毎

年行われ
ています

。久しぶ
りの好天

気、朝日

が差し込
む林で、

会員らは
草刈機を

手際よく

使い、熱
心に作業

をしてい
ました。

水池遺跡
公園の草

刈り

斎宮小学校で５月29日、「人権の花」の苗

の贈呈式がありました。

この運動は、小学生が花の栽培を通じて、や

さしい思いやりの心を育て、より豊かな人間

関係を得ることを目的として法務省と全国人

権擁護委員連合会が推進しているものです。

この日は、津地方法務局や町人権擁護委員

の人たちから４年生の子どもたちに花の苗が

手渡されました。プランターに植えられた花

苗は、子どもたちの手によって大切に育てら

れ、町内の各施設に配られる予定です。

斎宮小で人権の花運動

５月23日、町総合体育館で町老人クラブ

会連合会主催の「カローリング大会」が開催

されました。「カローリング」とは、氷上の

スポーツ「カーリング」を室内でも気軽に楽

しめるように1993年に名古屋で誕生したス

ポーツで、相手チームと交互にローラーを投

球して得点を競い合うゲームです。

この日は各地区老人会から16チームが参

加。接戦の結果、明星桜チームが優勝しまし

た。館内ではローラーの行方に一喜一憂の声

が響いていました。

カローリング大会

５月27日、町人権センターで相可高校食

物調理科の村林新吾先生と同校調理クラブの

皆さんを講師に「男の料理教室」が開かれま

した。この日は10人の参加者がカツオを１

本丸ごとおろすところから始め「たたき」

「てこねずし」など本格的な料理に挑戦しま

した。三枚おろしでは中落ちに身がつき過ぎ

た人もいましたが、そこは削ぎ落として「か

つお茶漬け」に流用。完成後の試食では、少

し小さくなった「たたき」を前に「出来栄え

はともかく、味は本物だ」と満足そうでした。

男の料理教室で腕を磨く



アイヌ文化のお話を聞き、アイヌに伝わる刺しゅ

う文様で、コースターとランチョンマットを作りま

す。

■とき 内容　８月５日（土） 午後１時30分～＝

講演会「アイヌのことを知ろう」u６日（日）
午前10時～午後３時30分＝刺しゅう実技講習u７

日（月） 午前10時～午後２時30分＝刺しゅう実

技講習と座談会

■ところ 町人権センター

■講師 宇梶シズエさん　（財）アイヌ文化振興・
研究推進機構

■定員 20人（先着順）

■参加費 2,000円（２日間昼食を含む）

■申込締切 ７

月10日（月）
～14日（火）
午前８時30分

～午後５時

※詳しくは、町

人権センターへ。

6

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

楽
し
い
手
作
り
教
室

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

人権センターでは、夕涼

み会を次のとおり開催しま

す。今年で７回目を迎える

この行事は、多くの皆さん

に親しまれるお祭りになっ

てきています。皆さん、ぜ

ひお出掛けください。

■とき ７月22日（土）
午後５時～９時（雨天順

延）

■ところ 町人権センター

■内容 ヨーヨーつり・ゲ

ーム・飲食コーナー・カ

ラオケ・不用品バザーな

ど

※詳しくは、町人権センターへ。

【
和
菓
子
づ
く
り
】

長
年
町
内
で
和
菓
子
屋
を
営
ん

で
き
た
職
人
さ
ん
に
、
薄
皮
ま
ん

じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
と
き

７
月
25
日
（火）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
西
山
　
肇
さ
ん
（
大
淀
）

人権センター健康管理室

マッサージ機やヘルスウォーカーなど健康
器具も備えています。ご自由にお使いくださ
い。

■利用時間
月曜日～金曜日＝午
前９時～午後５時
土曜・日曜日＝午前
９時～午後９時

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
の
人

■
参
加
費

３
０
０
円

■
定
員

12
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
■
申
込
方
法

７
月
10
日
（月）
〜

14
日
（火）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

アイヌ文化を知ろう！アイヌ文化を知ろう！

昨
年
の
様
子
。

み
ん
な
で
来
て
ね

夕
涼
み
会

（
７
月
22
日
開
催
）

アイヌの刺しゅうをした小物。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年７月号年７月号 広報めいわ　2006年７月号  

総
合
体
育
館
で

人
命
救
助
講
習
会

６
月
10
日
、
総
合
体
育
館
ロ
ビ

ー
で
明
和
消
防
署
員
の
指
導
に
よ

る
人
命
救
助
講
習
会
が
開
か
れ
、

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
救
急
隊

員
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
処
置
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う

説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
人
形
を
使
っ
て
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
（
そ
せ

い
）
法
と
新
た
に
導
入
さ
れ
た
A

E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
3
時
間
に
わ
た
る
講

習
会
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し

た
。ち

な
み
に
A
E
D
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
は
役
場
玄
関
と
総

合
体
育
館
の
事
務
所
横
の
壁
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
が

斎
宮
駅
で
チ
ラ
シ
配
り

近
鉄
斎
宮
駅
で
５
月
31
日
の
早

朝
、
明
和
町
女
性
消
防
団
員
ら
11

人
が
チ
ラ
シ
配
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ラ
シ
配
り
は
、
消
防
法

の
改
正
に
伴
い
、
６
月
１
日
か
ら

新
築
住
宅
の
寝
室
や
階
段
の
天
井

部
分
に
家
庭
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
P

R
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

乗
車
数
の
多
い
こ
の
時
間
帯

に
、
参
加
し
た
団
員
ら
は
、
チ
ラ

あなたも「とまとーず」で活躍してみませんか。
松阪市、多気町、明和町では、子どもたちやお年寄りを交

通事故から守るため、交通安全教育の指導や交
通安全広報を担っていただく交通安全指導員を
募集しています。ぜひ、応募してください。
■募集期間 ７月３日（月）から31日（月）まで
■募集人員 ９人（選考）
■応募資格 18歳以上（高校生は不可）で普
通運転免許を持っている人

■募集方法 市販の履歴書に運転免許証のコピーを添えて下
記事務所まで持参

※詳しくは、松阪市役所安全防災課内・松阪多気地区交通安
全対策会議事務局（TEL0598-53-4061・ファクス26-8184）
へ。

交通安全指導員「「とまとーずとまとーず」」募集

早朝斎宮駅で。

講習を受ける参加者。

シ
な
ど
を
配
る
と
と
も
に
、
大
き

な
声
で
駅
に
入
っ
て
い
く
通
勤
通

学
の
人
た
ち
に
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

ととまる 道路を渡るときは、必ずとまりましょう

ままつ 信号が青になるまで待ちましょう

ととびださない 飛び出さない

明
和
町
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
既
に
５
人
が
交
通
事
故

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
１
カ
月
間
は
、
４

人
が
亡
く
な
る
と
い
う
「
非
常
事
態
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
事
故
発
生
状
況
を
見
る
と
、「
高
齢
者
の
事
故
」「
夜
間

の
事
故
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
「
目
立

つ
服
装
」
「
反
射
材
や
ラ
イ
ト
を
使
用
す
る
」
な
ど
、
車
に
い
ち

早
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
し
、
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
「
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
」
「
前
方
確
認
」
な
ど
、
夜
間
の
運
転
に
は
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
７
月
11
日
（火）
か
ら
は
、
「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
努
め
、
悲

し
い
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
る
人
へ
の
注
意
点

○
夜
は
「
車
か
ら
自
分
は
見
え
て
い
な
い
」

と
思
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
賢
明

○
反
射
材
・
懐
中
電
灯
の
活
用

使
用
し
て
い
る
場
合
＝
自
動
車
か
ら
は

１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
で
も
確
認
で
き
る
。

使
用
し
て
い
な
い
場
合
＝
30
メ
ー
ト
ル

先
で
も
確
認
で
き
な
い
と
き
が
あ
る

○
「
明
る
い
服
装
」
で
出
歩
く

○
横
断
す
る
前
は
、「
ま
ず
右
」
を
見
る

○
車
が
遠
く
に
見
え
て
も
通
過
す
る
ま
で
「
待
つ
」

○
「
青
信
号
で
も
注
意
」
す
る

○
通
り
慣
れ
た
道
で
も
「
油
断
し
な
い
」

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

「
交
通
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」
発
令
中

〜
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
も
始
ま
る
〜
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時時時時
をををを
越越越越
ええええ

いいいい
まままま
旅旅旅旅
立立立立
つつつつ

斎
王
ま
つ
り
に
５
万
人

「
第
24
回
斎
王
ま
つ
り
」（
斎
王

ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

６
月
３
・
４
の
両
日
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
約

５
万
人
の
見
物
客
が
町
内
外
か
ら

訪
れ
ま
し
た
。

【
３
日
】

大
淀
の
「
斎
王
尾
野
湊
御

禊
場
跡
」
付
近
で
献
花
・
鎮

魂
の
儀
を
行
っ
た
後
、
業
平

公
園
で
「
禊
（
み
そ
ぎ
）
の

儀
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
古
式
ゆ
か
し
く
大
淀

沖
で
く
ん
だ
海
水
で
、
斎
王

が
身
を
清
め
る
儀
式
。
稲
葉

友
佳
子
さ
ん
（
鈴
鹿
）
ふ
ん

す
る
斎
王
は
、
慎
み
深
く
海

水
で
身
を
清
め
ま
し
た
。
ま

た
、
同
公
園
で
は
、
業
平
夢

太
鼓
が
演
奏
さ
れ
来
客
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
同
博
物
館
周
辺

で
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
で
、
明
和

太
鼓
や
斎
王
の
舞
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ス
ト
の
i
n
f
i

x
（
イ
ン
フ
ィ
ッ
ク
ス
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
火
お

こ
し
の
儀
で
点
火
さ
れ
た
か
が
り

火
が
と
も
る
中
、
配
役
の
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
平
安
絵

巻
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
４
日
】

４
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
斎
王

群
行
で
は
、
上
園
芝
生
広
場
で
献

花
・
鎮
魂
の
儀
が
行
わ
れ
、
皇
學

館
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
の
後
、

十
二
単
（
ひ
と
え
）
を
身
に
ま
と

っ
た
稲
葉
さ
ん
が
葱
華
輦
（
そ
う

か
れ
ん
）
と
い
う
輿
（
こ
し
）
に

乗
り
込
み
、
参
宮
街
道
を
経
由
し
、

主
会
場
ま
で
の
道
の
り
２
キ
ロ
を

１
５
０
人
が
厳
か
に
群
行
。
そ
の

様
子
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
が
道

端
に
並
ん
だ
り
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

た
人
た
ち
が
し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
る
な
ど
大
変
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
第
23
回

斎
王
ま
つ
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
４
０
０

０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
、
TEL
52-

０
０
５
４
・

フ
ァ
ク
ス
52-

７
２
７
４
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
＝sa

io
h
@
fp
.su
b
.jp

へ
。

献花・鎮魂の儀（大淀）。

大淀堤防を進む群行。

業平公園へ向かう群行中の斎王。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年７月号年７月号 広報めいわ　2006年７月号  

ふるさとの夏祭りふるさとの夏祭り

〈大淀海岸海開き〉
とき ７月１日（土）
午前９時30分～

ところ 大淀海岸

〈算所の祇園祭〉
とき ７月８日（土）
午後７時～

ところ 算所地内

〈上村の天王祭〉
とき ７月15日（土）
終日
ところ 上村地内

〈大淀祇園祭〉
とき ７月29日（土）
午後１時～（花火大
会＝午後７時～）

ところ 大淀地区一円
※28日（金）は東区で、
当日は山大淀でも山車が
出ます。

〈坂本の天王祭〉
とき ７月14日（金）
午後７時～

ところ　坂本神社

〈蓑村の虫送り〉
とき ７月13日（木）
午後７時～

ところ 蓑村地区

〈池村の虫送り〉
とき ７月８日（土）
午後７時～

ところ 池村地区

〈有爾中の羯鼓
かんこ

踊り〉
とき ７月16日（日）
午後１時～

ところ 宇爾桜神社

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な

土
地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、

譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
共
有

持
分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃
借

権
の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結

権
・
買
戻
権
な
ど
の
譲
渡

■
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

①
市
街
化
区
域
　
２
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域

５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
③
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

※
明
和
町
は
全
域
が
②
に
該
当

し
ま
す
。

■
事
後
届
出
制
に
つ
い
て

こ
の
届
出
制
は
、
原
則
と
し

て
事
後
届
出
制
と
な
り
ま
し

た
。
契
約
の
締
結
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
取
引
価
格
・
利
用
目

的
な
ど
を
権
利
取
得
者
（
売
買

の
場
合
は
買
い
主
）
か
ら
土
地

の
所
在
す
る
市
町
に
届
け
て
く

だ
さ
い
。

※
土
地
取
引
に
係
る
契
約
（
予

約
を
含
む
）
を
し
た
日
か
ら
２

週
間
以
内
に
届
け
出
を
し
な
か

っ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を
す

る
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

■
届
け
出
の
適
用
除
外
（
一
例
）

①
面
積
要
件
規
模
未
満
の
土
地

に
係
る
土
地
売
買
な
ど
の
契

約
締
結
の
場
合

②
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
許

可
を
要
す
る
場
合
な
ど

※
詳
し
く
は
企
画
課
都
市
開
発

係
（
TEL
52-

７
１
１
２
）
へ
。

大
規
模
な
土
地
取
引
は

知
事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

大淀祇園祭（昨年）。
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町
で
は
、
平
成
19
年
度
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

事
務
職
員
＝

３
人
▽
保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教

諭
）
＝
３
人

■
受
験
資
格

事
務
職
員
＝
①
昭

和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
、

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
②
採

用
後
通
勤
可
能
な
人
▽
保
育
士

（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝
①
昭
和

56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
育
士
資
格
証
明
書

お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
19
年

３
月
末
日
ま
で
に
両
方
を
取
得

見
込
み
の
人
②
採
用
後
通
勤
可

能
な
人

※
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
人
は
、
全
職
種
と
も
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
①
成
年
被

後
見
人
、
ま
た
は
被
保
佐
人
②
禁

固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

町
職
員
の
採
用
試
験

事
務
職
員

保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）

最近全国的に、本人の知らない間に本人になりすまし、住

民票などの請求がされ、証明書が悪用されるという事件が発

生しています。

明和町では、個人情報を保護し、虚偽の請求を未然に防止

するために、７月１日から証明書の申請の際に、手続きに来

られた人の本人確認を行わせていただいてます。証明書の申

請の際には、必ず本人確認できる書類（運転免許証など）を

お持ちください。

皆さんにはご負担をかけますが、ご理解・ご協力をお願い

します。

※詳しくは、町民課戸籍住民係（TEL52-7114）・税務課
（TEL52-7113）へ。

７月１日から
住民票や所得証明書などの申請時に
本人確認を実施

家族や同僚などが「もしも」のとき、救

命の手助けができる応急手当の講習会を行

います。

■とき ７月22日（土） 午前９時～午後

５時

■ところ 松阪地区広域消防組合本部４階

大会議室（松阪市川井町1001番地１）

■講習内容 u応急手当の重要性u救命に

必要な応急手当①心肺蘇生（そせい）法

（成人・小児・乳児・新生児に対する方

法）②AEDの使用法（成人に対する使用

法）③止血法uそのほかの応急手当（傷

病者管理法・外傷手当要領・搬送法）

■募集人数 50人（先着順）

■受講料 無料

■募集期間 ７月10日（月）～18日（火）
（定員になり次第締め切り）

■申し込み 松阪地区広域消防組合消防本

部または、最寄りの消防署で受講申込書

に必要事項を記入の上、提出してくださ

い

■そのほか 受講修了者には、上級救命講

習修了証を交付します

※詳しくは、同組合明和消防署（TEL52-
5600）へ。

上級救命講習会を開催

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
、

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人
③
日
本
国
憲
法
ま

た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
ほ
か
の
団
体
を
結
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

■
試
験
日
お
よ
び
場
所
　
一
次
試

験
＝
９
月
17
日
（日）

三
重
県

立
松
阪
工
業
高
等
学
校
▽
二
次

試
験
＝
10
月
20
日
（金）

明
和

町
中
央
公
民
館

■
試
験
の
方
法

一
次
試
験
は
、

三
重
県
町
村
会
の
統
一
試
験
を

採
用
。
事
務
職
員
＝
一
次
試
験

（
教
養
試
験
）、
二
次
試
験
（
作

文
、
面
接
）
▽
保
育
士
（
兼
幼

稚
園
教
諭
）
＝
一
次
試
験
（
教

養
試
験
・
専
門
試
験
）
、
二
次

試
験
（
作
文
、
実
技
、
面
接
）

■
受
験
申
込
書
の
交
付

７
月
３

日
（月）
か
ら
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
は
除
く
）
、
総
務
課

で
交
付

※
受
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
A
４
版
の
返
信
用

封
筒
に
１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼

っ
て
、
住
所
・
氏
名
・
受
験
職
種

を
記
入
の
上
、
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、

十
分
に
時
間
的
な
余
裕
を
み
て
く

だ
さ
い
。
（
電
子
メ
ー
ル
で
の
請

求
、
申
し
込
み
は
不
可
）

■
受
験
申
込
書
の
受
付
期
間

７

月
３
日
（月）
か
ら
31
日
（月）
（
土

曜
・
日
曜
・
祭
日
は
除
く
・
期
限

厳
守
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
郵
送
受
付
は
不
可
）

■
合
格
発
表
（
一
次
試
験
）

受

験
者
全
員
に
合
否
に
関
わ
ら
ず

文
書
で
通
知

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年７月号年７月号 広報めいわ　2006年７月号  

■自分の農地だから、許可や届出などをしなくても、自由に売ったり、貸したり、転用してもよいと思っ
ていませんか？

■耕作者の農地の取得を促進し、その権利を保護するとともに、優良農地を守り、農地の効率的な利用を
図るために、「農地法」という法律があります。

■農地を売ったり、貸したり、転用するときには、農地法にもとづく許可が
必要です。

■農地に家を建てたり、駐車場や資材置場などにする計画がある場合、申請
前に盛土および農地以外に整地することは転用違反になります。事前に手
続きをしてください。

●農地を耕作目的で売買したり、貸し借りす

るときは、農業委員会の許可が必要です。

●資産保有や投資目的による売買、また、農

地を取得する適格者（自らが耕作する面積

が申請地を含めて50㌃【５反】以上でな

い場合には許可されません）

３条申請 ４条申請 ５条申請

農地を売買したり、
貸し借りするときは

自分名義の農地を
転用するときは

他人名義の農地を買った
り、借りて転用するときは

●農地の転用とは、農地を住宅用地・車庫用地・工業用地・倉庫用

地・資材置場・駐車場・山林など、農地以外のものに用途を変更す

ることで、農業委員会を経て県知事の許可が必要です。

●転用申請では、主に次のような内容を審査します。

①転用の目的は適切か

②転用の面積は適当か

③付近の農地に与える影響はどうか

④転用の目的は確実に実現できるか

どうか

⑤他の法令関係で手続きが必要な場

合、それがなされているか

★一時転用も許可が必要です

一時的に資材置場や駐車場・工事仮設事務所・作業員宿舎・砂利採

取場などにする場合にも農地転用となり、許可が必要です。

農地改良届

農地の埋め立て（形
状変更）するとき

※詳しいことは、農業委員または、農業委員会事務局までお尋ねください。事務局（TEL52-7149・ファクス52-7136）へ。

●田を埋め立て畑にする場合など

農地の転用・売買・貸借などは許可が必要です

農
業
委

員
会
で
は
、

農
地
の
担

い
手
へ
利

用
集
積
・

流
動
化
の

促
進
・
遊

休
農
地
の

解
消
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
人
は
農

業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
持
っ
て
い
る
人

②
だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が

相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
人

③
だ
れ
か
に
農
作
業
の
委
託
を
依

頼
し
た
い
人

④
離
農
す
る
人

◆
　
　
　
　
◆

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

切
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
末
公
告
分
＝
１
月
15
日
ま
で

10
月
末
公
告
分
＝
８
月
15
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
（
TEL
52-

７
１
４
９
）
へ
。

増
加
す
る
遊
休
農

地
を
解
消
し
、
進

め
よ
う
流
動
化
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

町
で
は
、
脳
卒
中
・
が
ん
・
心

臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
・
予
防
・
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
療
機
関

の
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
基

本
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

40
歳
以
上
の
町
民

■
と
き

７
月
１
日
（土）
〜
10
月

31
日
（火）
（
各
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内
）

■
と
こ
ろ

町
内
の
医
療
機
関

■
内
容

問
診
、
血
圧
測
定
、
血

液
検
査
、
心
電
図
、
検
尿
な
ど

■
負
担
金

２
０
０
０
円
（
医
療

機
関
の
窓
口
に
支
払
う
）
。
た

だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
と
70
歳
以
上
の
人
お
よ

び
、
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
な

ど
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

無
料

※
受
診
さ
れ
る
人
は
、
基
本
健
康

診
査
問
診
票
・
健
康
保
険
証
・
健

基
本
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診

康
手
帳
（
あ
る
人
だ
け
）
を
持
っ

て
医
療
機
関
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。
初
め
て
健
診
を
受
け
る
人
の

基
本
健
康
診
査
問
診
票
は
、
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

胃
が
ん
検
診
＝
30
歳

以
上
▽
肺
が
ん
検
診
＝
20
歳
以

上
▽
子
宮
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
＝
20
歳
以
上
▽
前
立
腺

が
ん
検
診
＝
50
歳
〜
69
歳

■
と
き

基
本
健
康
診
査
と
同
じ

■
と
こ
ろ

松
阪
地
区
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
、
町
内
お
よ
び

松
阪
市
内
の
病
院
・
医
院
・
診

療
所
。
た
だ
し
、
肺
が
ん
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
は
町
内
の

病
院
・
医
院
・
診
療
所

■
内
容

①
胃
が
ん
検
診
＝
問

診
、
胃
バ
リ
ウ
ム
造
影
②
肺
が

ん
検
診
＝
問
診
、
読
影
ま
た
は

問
診
、
読
影
、
喀
痰
（
か
く
た

ん
）
③
子
宮
が
ん
検
診
＝
問
診
、

視
診
、
子
宮
頸
部
（
け
い
ぶ
）

の
細
胞
診
お
よ
び
内
診
④
大
腸

が
ん
検
診
＝
便
中
へ
モ
グ
ロ
ビ

ン
検
査
（
二
日
法
）
⑤
前
立
腺

が
ん
検
診
＝
P
S
A
検
査

■
負
担
金

①
胃
が
ん
検
診
＝
２

５
０
０
円
②
肺
が
ん
検
診
＝
読

影
の
み
８
０
０
円
、
読
影
・
喀

痰
１
３
０
０
円
③
子
宮
が
ん
検

診
＝
頸
部
１
３
０
０
円
④
大
腸

が
ん
検
診
＝
６
０
０
円
⑤
前
立

腺
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円
を
医

療
機
関
の
窓
口
へ
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
と
70
歳
以
上

の
人
お
よ
び
、
65
歳
以
上
で
寝

た
き
り
な
ど
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
は
無
料

※
検
診
を
受
け
る
と
き
は
、
検
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

健
康
保
険
証
を
持
っ
て
医
療
機
関

へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
（
検
診
票

が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
）
。

検
診
の
結
果
は
受
診
さ
れ
た
医
療

機
関
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

<

基
本
健
康
診
査>

<
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立

腺
・
子
宮
が
ん
検
診>

三重県では障害者の就労や社会参加の促進を図るこ

とを目的に身体障害者補助犬（盲導犬等）の貸与希望

者の募集を行っています。

■貸与対象者（盲導犬） ①18歳以上で県内に１年以

上居住している、視覚障害１級の人②就労または社

会活動に参加している人、あるいは盲導犬の貸与に

より就労や社会活動に参加できるようになる人③現

在身体障害者更生援護施設などに入所していない人

④居住する家屋の所有者、管理者などの承諾を受け

た人⑤盲導犬を適切に利用し、飼育できる人⑥盲導

犬訓練施設で盲導犬と共同訓練を受けることができ

る人

■費用 無償（ただし、訓練施設までの交通費および

共同訓練中の食費などは実費で自己負担）

■申込締切 先着順に審査しその結果、予定人数に達

した時点

■申込方法 補助犬を希望される人は、電話または郵

便でお申し込みください。（住所、氏名、年齢、障害

等級、補助犬を希望する理由、家族構成など確認）

■そのほか 本年度の貸与補助犬は２頭です。盲導犬

以外の補助犬（介助犬、聴導犬）を希望される場合

は、三重県視覚障害者協会で貸与対象について協議

の上貸与します。貸与の決定は、貸与基準を満たし

ているかなどを協会および県で

協議し決定

※詳しくは三重県視覚障害者協会

（〒514-0003 津市桜橋２丁目

130 TEL059-2238-3463）へ。

身身体体障障害害者者補補助助犬犬（（盲盲導導犬犬等等））貸貸与与希希望望者者のの募募集集
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広報めいわ　広報めいわ　2006年７月号年７月号 広報めいわ　2006年７月号  

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ７月 1 2 日

（水）＝平成15年12月生まれ、
８月23日（水）＝平成15年12
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

● とき・対象児 ７ 月 ７ 日

（金）＝平成16年12月生まれ、
８月４日（金）＝平成17年１月
生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ７月 1 4 日

（金）＝平成14年12月生まれ、
８月18日（金）＝平成15年１
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ７月 2 1 日

（金）＝乳幼児で月齢は不問
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～３時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）電

話番号を前日までに保健福祉セ

ンターへ

式
年
遷
宮
が
近
づ
い
て
き
た
伊
勢
市
は
大
変
な

活
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
へ
向
か
っ
て

造
営
の
た
め
の
御
用
材
が
住
民
の
手
で
運
ば
れ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
お
木
曳
」
で
す
。
明
和
の

人
々
も
大
勢
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
下
伊
勢
市
長
も
、
ハ
ッ
ピ
姿
で
斎
王
ま
つ
り

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

県
も
知
事
の
提
唱
に
よ
る
「
文
化
力
向
上
」
と

「
歴
史
・
観
光
」
を
新
し
い
み
え
づ
く
り
の
軸
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
明
和
町
も
、
伊
勢
神
宮
と
の
深
い
関
わ
り

の
中
で
、
町
づ
く
り
の
軸
の
一
つ
に
「
国
史
跡
斎

宮
跡
」
を
位
置
づ
け
て
、
全
国
へ
情
報
発
信
を
し
、

来
町
さ
れ
た
人
々
に
再
び
訪
ね
て
頂
く
べ
く
施
設

整
備
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。波

お
だ
や
か
な
伊
勢
の
海
と
、
み
ど
り
豊
か
な

丘
陵
と
、
三
つ
の
河
川
、
そ
し
て
ひ
ろ
び
ろ
と
し

た
田
園
が
日
本
の
原
風
景
と
い
え
る
か
と
思
い
ま

す
。静

か
で
穏
や
か
な
情
趣
が
漂
う
斎
宮
跡
の
公
園

周
辺
は
、
わ
た
し
の
散
策
コ
ー
ス
で
あ
り
、
歩
き

な
が
ら
、
町
づ
く
り
の
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
こ

と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
の
で
き
る
至
福
の
時

間
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
「
日
本
」
が
好
き
で
す
。
「
三
重
」

が
好
き
で
す
。
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
明
和
」
が
好

き
で
す
。

旅
行
も
国
内
ば
か
り
で
、
と
く
に
静
か
な
山
峡

の
温
泉
の
村
が
好
き
で
す
。

外
国
旅
行
の
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
一

度
も
海
外
旅
行
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町

長
就
任
以
来
、
外
国
視
察
旅
行
も
辞
退
し
て
き
ま

し
た
。
広
く
見
聞
を
体
感
す
る
こ
と
の
必
要
性
は

否
定
し
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
文
化
や
日
本
の
風
土

に
親
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
四
季
や
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
じ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

虹
立
つ
と
妻
呼
び
娘
を
呼
び
孫
を
呼
ぶ

眞
澄

町長サロン
虹
立
つ
と

木
戸
口
　
眞
澄

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,097人　 

11,142人　 

11,955人　 

7,393世帯 

6月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

12人 

12人 

54人 

42人 

5月中の異動 

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ。

町
民
バ
ス
の
時
刻
表
が

７
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
す

４
月
の
近
鉄
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ

て
町
民
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま

し
た
。

後
日
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
時
刻
表

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
（
TEL
52-

７
１
１

４
）
へ
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

５月16日 
～６月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

64件 

21件 

21人 

4人 

43件 

320件 

74件 

85人 

5人 

246件 

－39件 

－10件 

－35人 

重傷者数 5人 8人 ＋2人 

＋2人 

－29件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年６月15日現在） 

～「交通死亡事故多発非常事態宣言」発令中～ 

 

0（－1） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（－1） 

34（＋19） 1（±0） 

33（＋21） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年５月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

（日）
＜一般曹候補学生＞

■資格 18歳以上24歳未満

■受付期間 ８月１日（火）～９月
８日 （火）

■試験日 １次＝９月16日（土）、
２次＝10月７日（土）～13日
（金）
＜曹候補士＞

■資格 18歳以上27歳未満

■受付期間 ８月１日（火）～９月
８日 （金）
■試験日 １次＝９月16日（土）、
２次＝10月７日（土）～13日
（金）
＜２等陸・海・空士＞

■資格 18歳以上27歳未満

■受付期間 男子＝８月１日（火）
～９月17日（日）、女子＝８月１
日（火）～９月８日（金）

■試験日 来年度採用者男子＝９月

18日（祝）・19日（火）、女子＝
９月24日（日）・25日（月）

※詳しくは、自衛隊伊勢募集事務所

（TEL23-3880・ホームページ＝
http:// www.mie.plo.jda.go.jp/）へ。

このほど、海岸美化・愛護に長年にわた
り貢献した個人や団体が、全国海岸協会か
ら送られる功労者賞を大淀小学校が受賞し
ました。同小学校は、10年ほど前から、ウミガメが上陸
するきれいな浜づくりを目標に校内で「クリーン集会」を
開き、全校児童と職員で大淀海岸の清掃活動を行っていま
す。今回の表彰はこの活動が認められました。ちなみに、
全国では団体が13件、個人が７件の20件。同校環境委員
会委員長の世古口太志くん（６年生）は、「１年生からが
んばった甲斐がありました。僕は今年が最後の活動ですが、
もっと浜をきれいにしていきたいです」と話していました。

こ
の
ほ
ど
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
人

の
公
的
年
金
所
得
の
計
算
方
法
が

左
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直

し
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
は

所得の計算方法 年金収入（A） 

260万円未満 

260万円～460万円未満 

460万円～820万円未満 

820万円以上 （A）×0.95

（A）×0.85

ー203万円 

ー121万円 

（A）×0.75

（A）　　 ー140万円 

ー75万円 

平成17年度まで 

所得の計算方法 年金収入（A） 

330万円未満 

330万円～410万円未満 

410万円～770万円未満 

770万円以上 （A）×0.95ー155万5000円 

（A）×0.85

（A）×0.75

（A）　　 ー120万円 

ー37万5000円 

平成18年度から 

ー78万5000円 

税法改正による65歳以上の公的年金等控除の見直し 

 

国
民
健
康
保
険
税
算
定
の
基
礎
と

な
る
所
得
額
が
平
成
17
年
度
に
比

べ
て
増
え
る
計
算
と
な
り
、
国
民

健
康
保
険
税
が
増
額
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
経
過
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
納

付
金
の
課
税
限
度
額
に
つ
い
て
も

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

【
経
過
措
置
】

◆
対
象
者

平
成
17
年
１
月
１
日

現
在
65
歳
以
上
（
昭
和
15
年
１
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
年
金
所
得

者
で
、
平
成
16
年
中
も
公
的
年
金

収
入
が
あ
っ
た
人

◆
経
過
措
置
の
期
間

平
成
18
年

度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で

◆
控
除
額

平
成
18
年
度
は
年
金

所
得
か
ら
13
万
円
、
平
成
19
年
度

は
７
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す

【
介
護
納
付
金
の
課
税
限
度
額
】

平
成
18
年
度
か
ら
介
護
納
付
金

の
課
税
限
度
額
が
、
現
行
の
８
万

円
か
ら
９
万
円
に
変
更
に
な
り
ま

し
た

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
第
一

係
（
TEL
52-

７
１
１
３
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

大
淀
小
学
校
に

全
国
海
岸
協
会
か
ら

功
労
者
表
彰
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明和町観光協会では大淀祇園祭・

花火大会のフォトコンテストを実施

します。

■応募規定 サイズ四つ切り（ワイ

ドも可）u１人３点までu所定の
応募用紙に題名、住所、氏名、電

話番号を記入し作品の裏に添付

■ 応 募 先 　 明 和 町 観 光 協 会

（TEL52-0055・〒515-0321 明

和町大字斎宮2811）

■応募締切　８月31日（木） 消印

有効

※詳しくは、同観光協会へ。

緑あふれる自然の中をみんなで楽

しく歩きませんか。

■とき ７月９日（日） 集合＝午

前７時30分　出発＝午前８時

■集合場所 県営大仏山公園駐車場

■コース 大仏山公園周辺

※詳しくは、町民課（TEL52-7114）
へ。

消費生活グループ（明和すずしろ

会）では、廃油を使ってリサイクル

石けんを作ります。一度体験してみ

ませんか。

■とき ７月13日（木） 午前９時

～正午

■ところ 中央公民館

■内容 家庭から出る天ぷら油の廃

油を使ったリサイクル石けん作り

■持ち物 エプロン・軍手・マス

ク・１㍑牛乳のパック２本（つぶ

してない物）・廃油（持って来る

ことができる人）

■申し込み 産業課商工観光係

（TEL52-7138）
※同会では、随時会員を募集してい

ます。詳しくは、産業課商工観光係

へ。

ふるさと会館では、町老人クラブ

連合会主催の「趣味の作品展」を開

催します。ぜひご鑑賞ください。

■とき ７月11日（火）～23日
（日）
■ところ ふるさと会館２階　展示

コーナー

※詳しくは、同館（TEL52-7131）
へ。

料理の楽しみを味わって、より豊

かな人生を送りましょう！

今年度は、「食と健康」をテーマ

に男の料理教室を開催します。皆さ

んでおいしい食事をしながら、楽し

くおしゃべりをしませんか。

当日は、男女（みんな）の連絡会

スタッフ一同がお手伝いさせていた

だきます。

■とき ７月19日（水） 午前10

時～午後２時

■ところ 中央公民館調理室

■定員 30人（先着順）

■参加費 500円

■持ち物 エプロン、三角きん、持

ち帰り用パック

■申し込み ７月10日（月）までに

企 画 課 ま ち づ く り 推 進 係

（TEL52-7112）へ
※詳しくは、同課へ。

（財）21世紀職業財団では、育
児・介護・家事代行の情報を電話で

提供しています。仕事も家庭も大切

にしたい。そんなあなたのホットラ

インです。

■電話番号 059-226-2020

■受付時間 月曜～金曜日（祝日を

除く） 午前９時30分～午後４時

30分

■情報提供内容 育児情報、介護情

報、家事代行情報

■情報提供料 無料

※詳しくは、同財団三重事務所

（TEL059-228-2300・ホームペー
ジ＝http://www.2020net.jp/）へ。

＜航空学生＞

■資格 高等学校卒業（見込み含む）

以上で21歳未満

■受付期間 ８月１日（火）～９月
８日（金）

■試験日 １次＝９月23日（祝）、
２次＝10月14日（土）～19日
（木）、３次＝11月12日（日）～
12月８日（金）

＜看護学生＞

■資格 高等学校卒業（見込み含む）

以上で24歳未満

■受付期間 ９月８日（金）～29日
（金）
■試験日 １次＝10月15日（日）、
２次＝11月18日（土）～19日

防衛庁が自衛官を募集

「フレーフレー・テレ
フォン」のご利用を

「食と健康」をテーマに
男の料理教室を開催

ふるさと会館で趣味の
作品展

廃油石けん作りの
参加者を募集

９日に健康ウオーク

大淀祇園祭・花火大会
の写真作品を募集

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・２期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・４期

●介護保険料・４期
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ７月23日（日） 午後２時～＝絵本

「ニャーゴ」、紙芝居「おぶさり　てい」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
３日（月）・10日（月）・17日（月）・18日
（火）・24日（月）・31日（月）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

3日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
18日（火）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●機織り体験

－草木染めの糸で
オリジナル作品を織りましょう－

麻糸＝高織を使いランチョンマット

絹糸＝復元した古代の地機で本格的な機織り体験

■とき ８月27日（日） 午前10時～・午後１時

30分～（いずれも２時間程度）

■定員 麻＝各回４人・絹＝各回２人

■参加費 麻＝1,300円・絹＝1,600円

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。

発
行
日
／
平
成
1
8
年
７
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

７
月
号
 
2
0
0
6
 

N
o
.4
6
4

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

毎
年
わ
が
家
の
軒
先
に
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
る
。
巣

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ヒ
ナ
が
、
親
鳥
の
運

ん
で
く
る
餌
を
待
つ
。
大
き
な
口
を
開
き
自
己
ア
ピ

ー
ル
を
し
な
が
ら
鳴
い
て
い
る
姿
が
と
て
も
か
わ
い

い
。
い
つ
の
間
に
や
ら
巣
か
ら
出
て
羽
ば
た
く
練
習

を
す
る
。
枝
に
留
ま
り
落
ち
そ
う
に
な
る
。
そ
う
す

る
う
ち
に
、
立
派
に
育
ち
巣
立
ち
を
す
る
。
今
年
も

ま
た
、
ツ
バ
メ
が
わ
が
家
に
や
っ
て
き
た
。

時
節
柄
、
世
間
の
話
題
は
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
。
我
輩
も
時
流
に
遅
れ
ま
い
と
テ
レ
ビ
で
観

戦
。
す
る
と
そ
こ
に
映
っ
て
い
る
の
は
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
越
し
の
映
像
。
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
構
図
。

あ
！
広
報
６
月
号
の
表
紙
だ
。
迫
力
満
点
の
ゴ
ー
ル

シ
ー
ン
が
映
さ
れ
る
た
び
に
、
レ
ベ
ル
は
全
然
違
う

け
ど
、
表
紙
の
写
真
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
い
い

画
が
撮
れ
た
と
、
ひ
と
り
悦
に
入
っ
て
い
る
。

■最大震度別地震回数（平成18年５月11日～６月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

70 26 5 1 0 0 0 0 0 102

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

田端　進さん
（佐田）

私も立ち上げに

携わった「斎王の

舞」、創作の過程

のさまざまな偶然

や幸運は「斎王さ

んのお導き」では

なかったかと、思うところがあります。

振付けをお願いしたのは勝美流家元の勝美伊

三次さん。流派の紋は「花かつみ」。そして踊り

の詩に出てくる「どんど花」、今の花菖蒲ですが

別名は「かつみ花」。さらに、斎宮地区の「勝見」

という地名。「かつみ花」がたくさん咲いていた

ので地名になったのでは、と想像しました。後

日、家元から「これは、斎王さんが創らしてく

ださった」とお聞きしたときは、わたしと同じ

思いだったのだと感激しました。

斎王さんが創らせてくださったこの舞を、後

の世に残していきたいと思っています。

「斎王（いつき）の舞」誕生秘話

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。


